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留学生の合理的配慮の事例報告

石　﨑　俊　子

要　旨

2016年 4 月に施行された障害者差別解消法の一部改正により、国立大
学は障害学生への合理的配慮の提供が法的に義務付けられるようになっ
た。名古屋大学では上記の法改正と同時に障害者支援室（現在のアビリ
ティ支援センター）が設置され、障害のある人々からの修学支援や配慮
の申請を受け、適切な合理的配慮が決定されてきた。今回の報告は、名
古屋大学における初めての留学生の合理的配慮の事例であり、アビリティ
支援センター、授業担当コーディネーターと授業担当教員がどのように
連携し、対応したかをまとめたものである。
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1 ．はじめに
　高等教育における聴覚障害学生の合理的配慮の事例報告は数多く見受け

られる（白澤2024、垂門他2021、松崎2018、松本他2020）。一方、留学生

を対象とした事例報告としてニアール（2022）の聴覚障害の事例報告や、

安田（2013、2014）の精神障害の事例報告が挙げられるが、数は少ない。

　本報告の目的は，名古屋大学における留学生への合理的配慮の実例を記

録し、アビリティ支援センター、授業担当コーディネーターと授業担当者

がどのように対応したかを示すことで、今後の同様の状況において円滑か

つ適切な対応を支援することである。

2 ．事例の概要
　事例が起きた時期は2022年秋学期及び2023年春学期である。対象学生は
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留学生（以下、Ａとする）で、精神障害を抱えており、試験および授業参

加に支障をきたしていた。春学期と秋学期の両学期に名古屋大学学生支援

本部アビリティ支援センター（以下、アビリティ支援センターとする）が

Ａより提出された申請を受理し、授業担当コーディネーターに対応が依頼

された。支援が必要とされた内容は両学期とも試験、課題、授業に関連す

るものであった。以下はアビリティ支援センターからＡの合理的配慮の連

絡があった時点から対応が完了するまでの日本語教育現場での対応や実践

について報告するものである。申請は2022秋学期と2023年春学期の 2 度行

われたため、記録も2022秋学期と2023年春学期に分けた。

3 ．春学期の合理的配慮
3． 1　支援の申し出

　Ａが所属する部局の事務を通してアビリティ支援センターから修学上の

合理的配慮支援の申請の連絡があり、Ａが受講している 2 コースについて

検討するように要請があった。ただし、この段階では案であり、正式な承

認ではなかった。 

　

　申請内容は以下の通りである。

①レポートなど課題提出の期限延長を認める。

②試験時間を1.5倍延長する。

③必要に応じて空き教室などでの休養を認める。

3 ． 2 　支援の申し出への対応策及び対応

　部門内で審議した結果、申し出の対応として以下の対応が可能であると

判断された。

①全ての課題の提出期限を授業最終日まで延長する。

②筆記試験の時間を1.5倍に延長する。

③�休養を要する場合は、担当教師に声をかけ、あらかじめ用意された別室

に移動を認める。
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④個別に別室で口頭発表を行うことを認める。

　

　該当の授業は複数の教員がティームティーチングをしているため、Ａが

合理的配慮を必要としている理由を説明し、授業担当の教員全員に同様の

措置を取ってもらう同意を得た。ただし、試験延長が就業時間外となって

しまう場合は、緊急措置として専任教員が対応することとした。

　申請が正式に承認されたのは、試験実施日の 1 週間前であり、迅速な対

応が要求されたため、直ちにＡに対応内容をメールで通知し、提案された

上記の措置に同意するかどうかの回答を求めた。回答を得るための時間が

限られていたが、最終的には合意が得られ、試験は予定通り実施され、問

題なく終了した。

3 ． 3 　対応を終えての反省点

　この事例から反省点がある。今回は初めての緊急を要する合理的配慮の

ケースであったため、推奨された最小限の対応をするに留まったことであ

る。本来であれば、アビリティ支援センターから申請の連絡があった際に、

アビリティ支援センターのウェブサイトに示されているように申請内容の

対応可否をセンターに申し出、センターを通して申請者と調整するという

流れを取るべきだったが、今回は緊急性が高かったため、直接本人に連絡

し、対応案に合意するかどうかの回答を求めた。結果、本人からの返信が

得られず、また、精神障害を抱える学生にこのような返答がない場合の適

切な対応方法を見極める判断が付かないまま難航した。初めての合理的配

慮のケースで、本来の手順を踏まなかったことを反省する一方、今回のよ

うに試験の 1 週間前に申請が正式に承認された場合、試験日程や場所、延

長時間の調整が難しい。特に留学生の場合、身近な相談相手が限られてお

り、自己の限界に達した時点で初めてアビリティ支援センターに相談し申

請することが想定される。したがって、緊急性を伴う状況が多くなるのは

避けられないのではないだろうか。将来的にこのような状況に柔軟かつ円

滑に対応できる方法をアビリティ支援センターと協議することが重要だと
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考える。

　今回の合理的配慮のケースは初めてであり、かつ緊急を要したため、こ

の状況において、教師は合理的配慮に関する知識が不十分なまま対応せざ

るを得なかった。この経験を踏まえ、将来の合理的配慮の申請に備えるた

め、次の学期が始まる前に部局内で FD 研修会を開催した。この研修会で

は、アビリティ支援センターの担当教員によって、合理的配慮に関する説

明が専任教員および非常勤講師に対して事前に行われ、センターの構成員

が合理的配慮について理解するきっかけとなった。

4 ．秋学期の合理的配慮
4． 1　支援の申し出及び対応策

　秋学期もＡが春学期と同様の申請をする見込みであることから、アビリ

ティ支援センターの担当教員と対応について事前に相談した。先学期は合

理的配慮の手順を省略し、本人と直接調整を試みたところ困難に直面した

が、今回は授業開始まで時間的余裕があったため、Ａとの調整もアビリ

ティ支援センターを介して行うことが可能であった。また、本人との連絡

に関して問題を回避するため、直接、Ａとメールで連絡する場合は全てア

ビリティ支援センターと共有し、返事がない場合に備えるようにと助言を

受けた。

　申請内容は春学期とほぼ同様であるとの説明を受け、春学期と同様の対

応をすることになったが、春学期は学期の残り 1 週間に実施される試験と

課題の延長が中心の対応であったのに対し、秋学期は学期の初めより15週

間の対応となるため、Ａの授業参加への対応も考慮する必要性が出てき

た。

　Ａが参加する日本語の授業ではピア・ラーニングを導入したコース運営

をしており、それに伴う対応が求められた。日本語教育において、ピア・

ラーニングの重要性が広く認識されており、池田・舘岡（2007）はこの学

習法を通じて日本語学習の課題の向上だけでなく、最終的には自己認識を

高め、自律学習の促進に寄与すると指摘している。この考えに基づき、名
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古屋大学の日本語の授業では積極的にピア・ラーニング導入されている。

通常の大学での講義スタイルとは異なり、日本語の授業では授業中にペア

やグループで活動を行うことが多くなる。人間関係の構築が難しいＡには

そのような活動は困難ではないかという懸念から、相談の結果、Ａの授業

での円滑な参加をサポートするために、新たな試みとしてＡ専用のチュー

ターを導入することになった。その後、アビリティ支援センターがＡと連

絡を取り、履修予定科目を確認した上で、個別のチューターを付けること

を説明し、Ａが同意をした。留学生であるＡを考慮し、日本語でも英語で

もコミュニケーションできる大学院生を選抜し、Ａが受講する 5 コースの

各15回分の授業にチューターを付けることとなった。この取り組みはアビ

リティ支援センターの予算内で行われ、事務的な業務はアビリティ支援

センターの事務に委託された。授業担当の非常勤講師、チューターの学

生には事前に今回の措置について説明をし、実施することに同意を得た。

チューターサポートの導入にあたっては、Ａは問題なく受け入れに同意し

たとアビリティ支援センターから連絡を受けた。また、チューターは日本

語教育を専門としている大学院生でピア・ラーニングも理解していたた

め、Ａが必要としてきた時のみピアとしてサポートするようにとの説明の

みで特に対応に関して質問はなかった。また、非常勤講師は他の学生との

公平性を保つため、Ａに集中して対応することができないと不安を感じて

いたため、サポートが提供されることに肯定的であった。チューターのサ

ポートを導入したものの、初めての試みであり不安要素もあったが、学期

の半ばに何回かチューターが欠席することがあり、その際、Ａから「今日

はチューターは来ないのか。」と尋ねられることがあった。このことから、

Ａはチューターを頼りにしており、チューターのサポートを期待している

ことが窺えた。

4 ． 2 　支援の申し出への対応

　春学期と同様、申し出の対応として課題の提出の延長、試験時間の延

長、別室の確保を行った。今回追加されたチューターは毎授業Ａの横に着

席し、Ａがサポートを必要とする場合のみ援助を行った。



142　 言語教育論集創刊号

　安田（2015）によると、障害のある学生は個別の異なるニーズを持ち、

状況によって変化するため、オーダーメイドの支援が不可欠であると言及

している。その上、留学生は母国の大学での支援が不要な場合もあれば、

日本に来てから新たな支援が必要になることもあるため、教員は学生が授

業中に直面する困難や問題に敏感になり、その状況を慎重に観察すること

が重要であると述べている。この指摘を受け、ティームティーチングを採

用している日本語の授業では、担当教員間でＡの日々の授業の様子を適切

に共有することにした。この共有により、Ａの毎日の授業の様子を正確に

把握し、次の授業で適切な対応をするための準備ができるようになった。

その結果、Ａに対して細やかな支援を提供することができ、非常に有益で

あった。また、日本語の授業で頻繁に行われるペアやグループワークにお

いて、Ａの活動が充実したものになっていることも明らかになった。学期

の初めは横に座っているチューターとペアになることが多かったが、徐々

にチューターともう一人のクラスメートとの活動が可能になり、学期の後

半にはクラスメートの協力を得ながら、チューターなしでの活動も行うよ

うになった。チューターへの依存度が減少し、クラスメートとの活動に広

がっているのは明白であり、春学期より状況が改善されたと言える。ま

た、秋学期を通じて特に問題は見られず、課題の多くは延長期限内に提出

され、試験時間の延長により試験も問題なく終了した。

5 ．まとめ
　この事例は、留学生の合理的配慮支援の初めてのケースであり、未知の

領域での対応が求められたが、春学期と秋学期を無事に終えることができ

た。

　秋学期は春学期の経験を踏まえ、アビリティ支援センターとの事前相談

を重ね、また、FD 研修会を開催してスタッフに合理的配慮支援について

周知し、安心して対応できるように対策を行った。また、語学授業特有の

授業形式に申請者が柔軟に対応できるようにチューターを配置し、担当教

員間の円滑な情報共有を促進した。これにより、申請者へのきめ細かな対
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応及び関係者の不安が軽減できたと考える。

　申請者が留学生の場合、今回の経験から留意すべき点として次の 3 点が

挙げられると考える。（ 1 ）通常、相談相手が身近にいないことから、相

談方法が分からず、問題が深刻化した段階で最終手段として申請を行うこ

とがある。そのため、合理的配慮の申請が遅れ、迅速な対応が求められる

可能性がある。（ 2 ）日本に来てから母国とは異なる新たな支援が必要に

なることもあり、授業に新しい試みを導入する必要性もある。また、教員

は状況を注意深く観察するために情報の共有などの工夫をする必要があ

る。（ 3 ）今回の両学期の対応を通して、教員はメールなどの連絡を全て

英語で行うことが必要とされた。その際、感情移入せずに、ビジネスライ

クでありつつも不安を抱かせないような英語の表現を選択する作業が難し

く、時間を要することとなった。

　合理的配慮の内容は申請者により多岐にわたる。今後、増加すると見込

まれる合理的配慮の正確な状況把握と適切な対応のために、引き続きアビ

リティ支援センターとの緊密な連携が不可欠である。今回の経験を通じ

て、将来に向けて柔軟かつ円滑な対応を実現するため、手順や連絡方法を

改善していくことが極めて重要だと考える。
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